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はじめに
｢もしわたしたちがこの世の生活でキリストにあって単なる望みをいだいているだけ
だとすれば､わたしたちは､すべての人の中で最もあわれむべき存在となる｡(コリント
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人への第-の手紙15:19)｣キルケゴールは､使徒パウロのこの言葉に言及し､人間が究
極に求めるのは何であるのかを探り､次の結論に達した｡｢天と地のあいだには､ただ一
つの道しかない｡キリストに従う道がそれである｡この地上にあっては､ただ一つの永
遠の希望しかない｡キリストのあとに従って天にいたるというのがそれである｡人生に
は一つの祝福された喜びがある｡キリストのあとに従って天にいたるのがそれである｡
そして死においては､一つの祝福された喜びがある｡キリストのみあとに従って生命に
いたるというのがそれである!1｣すなわち､人間はキリストに従うことによってのみ､
祝福された喜びを得ることができるのだ､と｡デンマークの思想家キルケゴール(1813-
1855)の人生観･哲学思想は､人間に服従を要求する神の存在を根底としており､彼は､自
由意志を持っている我々被造物がなさねばならぬことは神に服従することであり､それ
が無条件に我々に課された義務である､と考える｡キルケゴールの文筆活動の主な目的
は人間がこの責務を遂行するのを援助するためのものであり､彼自身の人生もこれを遂
行するためのトレーニングであり､実践の場であったといっても過言ではないだろう｡
本稿においては､キルケゴールが考える､｢キリストに従うこと｣､すなわち服従する
とはどういうことなのか､服従することにおける問題点､服従するための模範､喜びと
服従､服従の目的という順に､キルケゴールの表現をできるだけ引用しながら考察して
いく｡
Ⅰ 服従するということ
1.人間の義務
全ての人間が最も重要な事として､なさねばならない普遍的なことは何であろうか｡
そもそもそのような ｢なさねばならない｣ものは存在するのであろうか｡キルケゴール
は次のように述べている｡｢人間がなにを遂行し､なにを遂行しないかということは､彼
の力でどうにもできないことである｡世界を支配するのは､決してその人によるもので
はない｡彼はひたすら従うべきである｡2｣
キルケゴールが考えていた｢世界を支配する｣ものとは神であった｡｢この不変の神は
従順を要求され､最も偉大なものにも一番つまらぬものにも､この上もなく広範囲に亘
る世界史的な偉業のうちの一番無意味なことにも一番日常的な企てにもこの同じ従順を､
今まで生きた者のうちの一番の勢力家からも一番卑賎な者からもこの同じものを､また
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神の御心がなければ何も､何ひとつ許されない全被造物からもこの同じものを要求され
る｡3｣
神が我々人間に要求するもの､人間がなさねばならないこととは､神への絶対服従で
ある｡では､その服従のためには人間はどのような心の準備をしなければならないのだ
ろうか｡
2.服従のための必要条件
人間に服従するためには仕える人間に対しての絶対的な信頼が必要である｡では人に
仕えるための条件とは何であろうか｡
人は､ただ一人のかたのみを､真に､永遠な意味において自分以上に愛し得る｡そ
れはすなわち神である｡それゆえ､｢自分を愛するようにあなたの神を愛せよ｣と語
られているのではなくて､｢心をつくし､精神をつくし､思いをつくして､主なるあ
なたの神を愛せよ｣と語られているのである｡ 4
人間は神への愛をもって服従しなければならない､また､人間の神に対する愛は ｢無
条件的な服従であり崇拝｣であるべきだ､とキルケゴールは主張する｡｢たとえその神の
要求が君自身にとっても､いなそれどころか神ご自身にとっても､有害となるように見
えたとしても､君は神を無条件的な服従において愛さねばならない｡なぜなら神の知恵
は君の知恵との比較を許さないものであり､また神の導きも君の賢明さに対して弁明す
る必要がないからである｡君はただ愛において服従しなければならないのである｡5｣又､
神に対する愛は隣人への愛であるので､それを踏まえた上で神に服従し､また､自分が
神にどのように使われるかは神の摂理であるので､覚悟して我々は生きるべきだ､とキ
ルケゴールは言う｡
いかなる人間も､どのような地位が自分にとってはもっとも好適であるかとか､ま
たどのような関係が自分にとってはもっとも有益であるかなどということを最初に
問うべきではない｡神の摂理が彼を用いたいと思い給うときに､それが彼を用い給
うことができるような地点に､自分自身を置くということが重要なのである｡この
地点がまさに隣人に対する愛であり､また言いかえると､人間が本質的にすべての
人に対して平等に存在する地点なのである｡それ以外のいかなる地点も､たとえそ
の地位がいかに有利で､快適で､また見たところ重要であろうとも､その人を分裂
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した状態にもたらすものである｡ 6
3.服従の定義
｢自分の十字架を負うてわたしについて来るものでなければ､わたしの弟子となるこ
とはできない｡(ルカによる福音書14:17)｣聖書のこの一節に関連してキルケゴールは
述べる｡ある人間の人生を導いて生命に至らしめる道案内は､ただ一つしかない｡主人
であるか下僕でるか､男であるか女であるかではなく､彼らが主イエス ･キリストに属
しているか､おのれをキリスト者と呼ぶか､である｡では､｢キリストのあとに従う人｣
とは､どのような人間であるのか｡『さまざまの精神における建徳的講話3』でキルケ
ゴールは5つの点を記述している｡
(1)信ずる者とおのれを呼ぶこと
｢信ずることの意味は､わたしが探し求めているものはいまだここにないものであり､
いまだここにないからこそわたしはこれを信ずる､I ･信ずる者を前方へ駆りたてて､
この世のうちに安住してしまうことをさせない､深く､強い､祝福された反安住運動に
外ならない｡7｣キルケゴールによると､そのようなことを信じる者は以下のような人を
指す｡敵の矢に進み出て自分の胸に受ける大胆不敵な猛将の後に従う若い当番兵でもな
い､人品高潔な夫を人生の立派な模範と思い脇に寄り添い､もたれかかるような風情で
歩く妻でもない､たじろぐことをしなかった師匠が噸けられた時に､師匠に身を隠して
もらった弟子でもない､親鳥が敵の襲来をみて雛をかばうために拡げた翼に逃げ込もう
とした雛鳥のことでもない｡従うということは､従おうとするだれかが歩んでいったの
と同じ道を歩むことであり､そのだれかは目に見えるかたちで先を歩んでくれることは
ない｡ 8
(2)キリストの歩んだ道をひとりで歩むこと
幼児がひとりで歩くことを学ばなければならないように､我々は自分で道を選びとっ
ていかなければならない｡しかし､重大事についての決断､永遠の幸せに関する問題に
ついて相談できる相手は､一切の我意を放棄して心のいちばん奥にあるものを捧げ尽く
したときのみ､目に見えない助けとしてやってくる｡ 9
(3)キリストの十字架を引き受け､自分の十字架として負うこと
自分の十字架を負うという意味は､自分自身を捨てること､｢だれでもわたしについて
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来たいと思うなら､自分を捨て､自分の十字架を負うて､わたしに従ってきなさい｡(マ
タイによる福音書16:24)｣と述べるキリストのことばそのままである｡それは､｢神と
等しくあることを固守すべきこととは思わず､かえっておのれを低くして､死にいたる
まで､しかも十字架の死に至るまで､従順であられたイエス ･キリス トのこころざし
(ピリピ人への手紙2:6-8の内容)｣でもある｡自分を捨てるとは､ひとつの善行､
高慢な決意ではない｡｢もしあなたが完全になりたいと思うなら､あなたの持ち物を売
り払い､貧しい人びとに施しなさい｡(マタイによる福音書19:21)｣と単に言っている
のではなく､｢またやってきて､十字架を取り､そしてわたしに従ってきなさい｡(マル
コによる福音書10:21)｣と続く｡全てのものを売り払い貧しい人に施すことは始まりで
あり､次になすべきことはキリストに従うこと､すなわち､長期間にわたり身を擦 りへ
らすこと､それは ｢日々なされるべき行動でなければならないし､これっきりというも
のであってはならない｡あとに従う者が､おのれを捨てるときに､欣んで手放すことが
できないようなものは､何ひとつ､ほんとうに何ひとつ残っていてはならない｡あとに
従うものがおのれを捨てるに当たって､そのことの妨げになるものが､俗にいうほんの
ちょっとしたことであるか､ないしは重大な問題であるかは､本質的にはどうでもよい
ことである｣lo
(4)自己愛を捨てること
人間には自己愛があるゆえに､最も小さい事柄においてすら自分を捨てることがあら
ゆる偉業のうちでも至難の業である､とキルケゴールは考える｡
要求がちっぽけで些細でけちくさい事柄であればあるほど､自己愛にとってはます
ます屈辱的である｡そのたぐいの要求を義務的に果たしたからといってそのことが､
われとわが目に､また他人の目にも､思い上がった気分をくすぐるような賞賛の的
に映るわけはないからである｡しかし､まさにそうであればこそ､自分を捨てると
いうことは､それだけますますその名に値する謙遜な業と言えるわけである｡たっ
たひとり､世の片隅で人から顧みられることもなく生きている場合､自分を捨てる
ということが至難の業であるとは､そもそもどういうわけであろうか｡けだしそれ
は､一種の高尚な自己愛もまた- 多数の人びとから驚歎の目で見守られている場
合- 自分を捨ててかかることに堪能であるかに外目には見えるからであろう｡ ll
ひとりの人間が自分を捨てる場合の具体的状況は違っていても､その本質的な差異は
清泉女学院短期大学研究紀要(第21号)
ない｡乞食も国王も､自己放棄する場合は同じ条件である｡自己否定とは､｢自分自身を
捨てるという深い内面的な心以外の何ものでもない｡そしてこれは重く辛い労苦にみち
たものである｡それというのも､自己否定とは疑いもなく重荷を投げ捨てることで､そ
の限りではたやすい仕事にも見えもしょうが､しかし､自己愛が担ぎたがっている他な
らぬその重荷を投げ捨てよといわれることは､さすがに苦しいことなのである｣ 12｡
(5)自分自身を捨てること
キリストが下僕の卑しい姿で歩んだのと同じ道をひとりで歩くことである｡すなわち､
｢自分を捨てることにより世と世に属する一切のものを放棄し､人を唆し人をすかし編
すものとしてのあらゆるしがらみを断ち切ったひとは､『自分の畑に行くことも､売り買
いすることも､また妻を要ることもしない』｡｣永遠において我々が問われるのは､｢どれ
ほど大きな財産をあとに残したか｣｢どれほど多くの勝利を博したか｣｢どれほど賢明で
あり､どれほど影響力が絶大であったか｣ではなく､｢天にどれだけの富を積んだか｣
｢自分の欲望をいくたび負かしたか｣｢自己統御をどのように達成したか｣｢自己否定にお
いていくたび自分を支配しえたか｣｢善きことのためにすすんで犠牲を払おうとしたか｣
｢いくたび敵を赦したか｣｢いくたび誹諸を辛抱づよく耐えたか｣｢きみが受けた苦しみは､
きみ自身のせいではなく､またきみの利己的な意図のせいでもなく､自己否定において
神のために受けた苦しみであったかどうか｣が永遠によって問われる｡ 13
Ⅱ 服従における問題点
1.二種類の自己
キルケゴールは､人間と神が考える愛には矛盾がある､又､正反対でもあるとも言い､
｢愛における服従｣という点について､この対立から生じる問題点をあげる｡現代の世界
は人間をあらゆる拘束から､たとえそれが有益なものであろうと､解き放とうとしてい
る｡たとえば､｢人間同士の感情関係｣､｢個々人を神に結びつけ､また､生のあらゆる表
現において結びつけるような拘束｣からもd 愛の問題においては､｢嫌悪すべき奴隷の時
代は過ぎ去った｣のであるから､神に対する人間の隷属性を廃絶すべきだ､と新しい教
えは説いている｡しかし､この教えは神を信じない者の自由さである｡神に対してすべ
ての人は誕生によってではなく､無から創造されることによって奴隷として従属するの
であるから､この世の主人に奴隷が従属するのとは比較にならない違いである､とキル
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ケゴールは反駁し､次のように書いている｡
この世の主人は､まだしも思想や感情の自由は許容するのに対し､人が神に従属す
るという場合は､あらゆる思いにおいて､最も心ひそかなる思いにおいてすらも､
またあらゆる感情において､最もかすかな感情においてすらも､あるゆる行動にお
いて､最も内面的な行動においてすらも､神に従属する､とされるからである｡し
かも､人は､こういった神への隷属を､しだいに煩わしい厄介事と感ずるようにな
る｡そこで人は､多かれ少なかれ､あからさまに神をおしのけ､その座に人間を
- 人間の権利のなかへと- 据えることを考えるのではないか?14
｢愛における服従｣について､我々人間が選択決定しなければならない事柄は､自分自
身が最終的目標としている価値とは何か､究極的に愛するものとは何か､であろう｡キ
ルケゴールは､『愛のわざ』の中で､二種類の人間存在 (それ自身の存在と神のための存
在15)､また 『死に至る病』では､二つの自己 (人間的自己と神的自己)の存在を取り上
げ､それぞれの人間が服従する対象を述べている｡彼によると､人間の自己意識には段
階があり､初期段階の自己は人間的な自己､すなわち､人間を尺度とする自己である｡
しかし､この自己は神に面することによって､新しい性質と資格を受ける｡この段階で
人間的自己は神的な自己､神に直面する自己になる｡
自己が現に神の前にあることを意識するにいたるならば､神を尺度とする人間的な
自己となるならば､自己は､なんという無限な実存性を獲得することであろう!牝
牛に面して自己であるような牧人<そういうことがありうるとして>は､はなはだ
卑しい自己である､奴隷に面して自己であるような主人も､同様であって､それは
もともと自己ではないのである- どちらの場合にも､尺度が欠けているからであ
る｡これまで単に､両親を尺度としていたにすぎなかった子供は､大人になって国
家を尺度とすることによって､自己となる｡しかし､神を尺度とするにいたるなら
ば､なんという無限のアクセントが自己の上におかれることであろう!自己を量る
尺度は､つねに､自己がそれに面して自己であるその当のものである､そしてこれ
がまた､｢尺度｣が何であるかの定義でもある｡同質の量だけが加算できるように､
あらゆる事物は､それが量られる尺度になるものと同質である｡そして質的にその
尺度であるものは､倫理的にはその目標なのである｡ 16
『NewObedience』においてBradeleyK.Deweyはキルケゴールが意味する二つの異
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なった自己の働きを以下のように説明している｡
人間的自己は完全に世俗的な状況で行動し､キルケゴールが考える明確なキリスト
教的な意味合いとは全くかけ離れている｡人間的自己を所持している人間の範囲は
成長過程の初期にある子供から非常に知的な大人に至るまで広範囲に渡る｡- ･発
達期のどのレベルであろうと､世俗的人生のどのようなスタイルで生きようと､新
約聖書のキリスト教が要求する領域以外で行動する限りにおいては､自己は人間的
自己と称される｡ - ･段階を上昇していった人間的自己が明らかに宗教的領域に入
り､キリス ト教が教える人生を生きようと努力する時､その自己は神的自己にな
る｡- ･積極的にキリスト教の使徒的生活を行うことによって自己はより高められ､
神的自己へ移行していく｡神的自己は人間的自己とは質的な違いがあるのであ
る｡ 17
神の観念が増すにつれて､それだけ自己も増し､それにつれて､また神の観念も増す｡
自己が神の前にあることを意識するとき､初めて人間的自己は無限の自己になる｡神か
ら供給されている完堅さ無限性へと向かう質を備えているのは神的自己であり､神を理
解し､神との関係を持っている人間は人間としての一番高度な完成度に常に近づいてい
る｡我々が神的自己になった時に､人間的自己は最後のゴールに到し､そこからまた新
しい生活が始まるのだと､キルケゴールは論じる｡
しかし自己が神の観念を保持していながらも､神が望むように望めない場合は､神に
不従順である｡異教徒や自然のままの人間は､ただ人間的な自己を尺度としてもってい
るにすぎない18｡であるから､この世的世界､又は､人間的自己に存在する限りにおいて､
真の意味での服従を理解することはできない｡
2.二つの巨大な力
人間は二つの巨大な力 (神と悪徳としての富､神と堕落した世界､善と悪)の間に置
かれ､どちらかに属する｡この二つの力は烈しい敵対関係にあり､｢一方にただ少し傾い
ても､他の側からは絶対的な離反とみられる19｣ので､我々はどちらかを愛するか憎むか
しなければならない､とキルケゴールは警告する｡人間は ｢危険の中に呑み込まれ､自
己を失っていて､そのために神がかれに注ぎ給うている愛について理解をもたず､神が
愛すればこそ､絶対服従を要求し給うのだということを考えず､また悪の力とその枚智
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と､そしてかれ自身の弱さについて理解をもたぬ｣ 20｡人間はこの巨大な二つの力に常に
直面していることを､不幸にも忘れているか､又は､忘れ去るように導かれている､と
も彼は言う｡サタンは人間を神から離れさせ､自分の下に導くためにあらん限りの努力
をする｡最良の方法は人間に備わっている機能 (理性)を､そして人間が持つ二つの性
質 (忘却と記憶)の一つ､忘却を使うことである｡ゆえに､神が人間に常に祈ること
(主の祈り 『私たちを誘惑に陥らせず､悪からお救い下さい』)を強いているのは理解で
きる｡キルケゴールが神-の服従をこれほどまでに強調する理由は以下の通りである｡
｢サタンが自己の獲物として眼を光らせて窺っているもの- しかもそれは百合や鳥の
もとにはいまだかつて存在しなかったのであるが､- またあらゆる誘惑が自己の獲物
として確信して付け狙っているもの - ･､それは暖昧さである｡暖昧さのあるところ
には誘惑があり､- ･なんらかの意味で根本に不従順もまた潜んでいる｡21｣キルケゴー
ルはこの暖味さと誘惑の関係も説明する｡｢全然暖味なものが存在しないところでは､
サタンは無力であり､全然暖昧さのないものの存在しないところでは､誘惑は無力であ
る｡- ちょうど民をもった小鳥捕りが､鳥を兄いだすことができぬときのように無力
である｡しかし､どんなにどんなに少しばかりの暖昧さが存在しても､サタンは強くな
り､誘惑は圧倒的となる｡そして悪であるかれは眼光が鋭く､その民は誘惑といわれ､
その飼物は人間の魂といわれる｡2｣
人間が神に服従している限りにおいては､敵から逃れることができ､誘惑もされない｡
｢絶対服従によって神の中に身を隠している人間は､絶対に安全である｡かれは安全な
隠れ場所から悪魔を見ることができるのであるが､悪魔はかれを兄いだすことができな
いのである｡23｣
Ⅲ 服従の模範者
我々人間は時間に制約され､移り気で､瞬間的な存在物であるゆえに､人間の中から
服従についての良き模範者を見つけ出すことはほとんど不可能である､とキルケゴール
は考える｡では､真の意味での服従を学ぶにはどこを探せばよいのだろうか｡キルケ
ゴールは二つの模範をあげる｡一つは我々の周りの自然から､もう一つは我々が歴史的
に知るキリストと我々の内に潜むキリストである｡
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1.自然
｢自然においてはすべてが服従であり､絶対服従である｣とキルケゴールは確信する｡
｢ここでは 『天におけるがごとく地にてもまた神の意志が成っている｡』- ･神がただ全
能者であるためにすべてのものは､どんなにつまらぬものでも､神の意志なくしては起
こらない｡｣どんなに些細な､又は大きな人間の不従順も､また個々の人間､又は全人類
の不従順も､｢全能者の意志に反してはいかにささいなことといえども為しえない｣｡マ
タイによる福音書 (10:29)の ｢御心なくば-羽の雀も地におつることなし｣を引用し､
キルケゴールは自然においては全てのものがいかに絶対服従であるかを叙情詩的に描写
する｡
風のざわめき､森の冴 (こだま)､小川のせせらぎ､夏の虫のぶーんという捻り､木
の葉のさやぎ､草の噴き､ありとあらゆる声､汝の聞くありとあらゆる声は､その
すべてが服従であり､絶対服従である｡こうして汝は天体の従順なる運行において
神を知りうるように､そこにおいても神を知りうるのである｡しかも酷暑の恐ろし
さや､雲の軽やかな柔軟さ､そして大海の滴るような流動性とその凝衆力､それに
音響の迅速さと光線のいっそう大なる迅速さ､それらのすべてが服従なのである｡
そして太陽が暁の鐘の音とともに昇り､夕の鐘の音とともに沈みゆくこと､そして
風がたちまちにして変わること､また時を定めて盈ちては退きゆく潮の干満､そし
て正しく循る四季の循環､すべてのことはみんな服従なのである｡ 24
服従を学ぶためには特に野に咲く百合と空に飛んでいる小鳥たちを見よ､とキルケ
ゴールはアドバイスする｡｢御使いたちが神のどんな指図にも従順な神の使者であり､
神が風を御使いとされるならば､鳥や百合もまったく同じように従順である､たとえ神
が彼らを使者としてお使いにならないとしても､また神には彼らの使いみちがないよう
だとしてもである｡鳥や百合は神に使われることによって勿体ぶる機会を持たず､謙虚
にも自分を余計者のように感じている｡しかしだからといって､彼らは神に愛されるの
が少ないわけではなく､またそういう余計者であることが最低の幸福だというのでもな
い｡- ･鳥や百合のように 『たったひとりの主に仕えよ､あなたの心をつくし､思いを
つくし､力をつくしてその主に仕えよ』｡25｣そして彼等から我々は以下のような絶対服
従を学ぶことができると言う｡
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(1)我々は自尊してはいけない｡
多くの事ができ､また才能があるからと言って忙しく専心して､高慢になるべきでは
ない｡多忙な社会では非凡な人間が彼に課された状況が適さないので､余計者になるこ
とはよくある｡しかし､彼が余計者であるからこそ､多忙だと言ってもったいぶる者よ
りも創造者の名誉にもっと役立つ｡｢キリス トの足もとにひざまずいていたマリアの方
が､忙しく動き廻ったマルタよりキリストを敬ったように (ルカによる福音書10:38)､
百合や鳥も神が創造の時､惜しげもなく使われた美と余りものである｡しかし彼らがそ
ういう余計者であるからこそ､彼らからはまた最も完全な従順が要求される｡26｣
(2)我々は命令する人に注意を払い､その人にのみ仕えるべきである｡
百合や鳥は ｢『あの主』に仕えて､ほかの主のことは考えず､あの主に関係のないこと
は何ひとつ考えない｣27｡鳥は自由に飛んでいるように見えるが､それは不決断のせいで
はなく喜びのせいであり､気まぐれではなく ｢完全な従順の固い確固たる決心｣である｡
時には､何かにとまり心配ごとがあるかのようにうなだれるが､それは ｢慰めのなさで
はなく､それは主に仕えているため28｣である｡｢旅をすべき瞬間が鳥に訪れるとき､鳥
は心の中でこのままの幸福をなお保ちうることを確信し､旅をすることによって確実な
ものを放棄して､不確実なるものを擢むことになると確信しても､それでも従順な鳥は
即座に旅をはじめるのである｡29｣鳥は､自己の遭遇する全てのことは本来的に彼には関
係がなく､絶対的に関係のあることは遭遇することにおいて神に絶対的に従うことと理
解している､とキルケゴールは鳥の従順さを賞賛する｡
(3)我々は与えられた状況と能力を快く受け入れ､与えられた可能性を実現するために
全力を尽くすべきである｡
百合の置かれている場所がこのうえなく不幸な場所であって､- ･百合を見て喜ん
でくれる人はだれ一人気づかないであろうことが､あらかじめわかり切っていても､
あるいはその環境が ･･･もっと絶望的に不幸であって､その場所は探し求められ
ないばかりでなく､かえって避けて通られるとしても､従順な百合は自己の運命に
服従して､美しきの限りを尽くして花咲くのである｡ 30
百合が美しくあることを妨げようとする環境の下で､美しくあること､完全に自分自
身であり､自分を保ちえること､何の思い煩いもなしに美しきを極めていること､これ
らができるのは百合が神に絶対に服従しているからである､とキルケゴールは解釈し､
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次のように記している｡
絶対服従を通してのみ人は少しの狂いもなく､自己の立つべき 『その』地点にであ
いうる･･･それがたとえ肥溜であっても､そんなことはどうでもよいことを理解
する｡- ･膏 (つぼみ)の開くその瞬間に､不運にもそのことをほぼ確実に予感し
ながら､しかもそのまま折りとられるというようなことがおころうとも･･･絶対
に服従して自己の没落を迎えたのである｡- ･百合は実際にそのあらゆる可能性を
展開したのである｡その同じ瞬間に自己の死が訪れるという考えに妨げられない
で ･ ｡ 31
(4)我々は疑わず物事をなすべきである｡
鳥がこの世の冷酷さに打たれる時､鳥が不遇と不幸の中で試される時､鳥が幾日も
幾日も来る朝ごとに､自分の巣のこわされているのを兄いだすような時､そのよう
な時でも､従順な鳥は日ごと最初の時と同じような喜びと骨折りをもって､仕事を
初めからやり直すのである｡鳥は単純に絶対服従に助けられて､一つのことを理解
しているのであるが､自己の責務をのみ尽くすことが自己の仕事であるということ
を､絶対的に理解しているのである｡ 32
百合や鳥と人間では服従の度合が違う｡前者は ｢妥協的手段や急場の間に合わせ策｣
はとらず､｢少し従って､少し従わないで｣ということはしない｡服従においては非常に
単純で ｢かれらは生起するすべてのものは神の絶対的意志によることを信じており､世
界においては神の意志に絶対服従して行為するか､あるいは神の意志に絶対服従して順
応するかより外に､全然道のないことを信じている｣3｡結果として､彼等は心配しない｡
しかし､人間は常に懐疑し､複雑に考えてしまう｡自分の存在意味が無いのではないか
と疑い､自分は可能性を実現しているんだと自分に偽り､自分以上のものになろうとし､
自分が与えられた能力以上のことをしようとする｡結果は明らかである｡人間は絶望に
陥る｡鳥や百合はこう解釈するだろう｡｢私は自分で場所や境遇を定めることはできな
かった｡従ってそのことは全然私の関与せぬことである｡私が今在るところに立ってい
ることは神の意志である34｣と｡しかし人間は不満を言う｡｢美しいという印象の無効に
なることのわかり切っているような､非常に思わしくない環境で花咲くことは､苦しい
ことであり､耐えがたいことである｡｣そして ｢怨恨のために凋むであろう｣｡
百合はどこに自分が置かれようと､どのようにそしていつ自分の存在が終わるのかに
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ついては気にしていない｡というのはすべては神の意志でなされると信じている｡｢た
とえ百合の出あった場所がこのうえもなく不幸な場所であって､ちょうど菅の開くその
瞬間に､不運にもそのことをほぼ確実に予感しながら､しかもそのまま折り取られるよ
うなことが起ころうとも､従って百合の発育は没落であり､実際､百合の発育して美し
くなるのは､一見したところ単に没落するためにすぎなかったとしても､従順な百合は
従順にそこにとまり､それが神の意志であることを知っている｡そして百合は菅を開く
のである｡35｣しかし､人間が百合の立場に置かれたら｢発育と没落が一つであることを
思って､おそらく絶望するであろう｡そしてそのまま絶望のために､たとえ一瞬にせよ
われわれの成りえたであろうものに成ることを自ら止めるであろう｣36｡それゆえに､確
実である自分の破滅についての思い悩みで､人間は自己の可能性を展開 (自分自身にな
ることを妨げ)できず､｢何の為に､何故に､それが何の役に立つのか｣と問いただすこ
とになる｡
キルケゴールは百合が肥溜で花を咲かせることは芸術であると言う｡百合が美しいと
いうことが芸術なのではなく､不遇な状況の中で美しくあり､自己を保ち､美しきを保
ち､思い煩わないことが芸術である､と｡｢百合がそうした環境にもかかわらず､百合自
身でありうるのは､百合が神に絶対に服従しているからである｡37｣ゆえに､人間も自分
の生まれ出る瞬間が常に死に直面しているという事実に思い煩わされずに､自己の可能
性を展開できるはずであり､百合の絶対服従は我々に ｢没落と目賭 (もくと)しつつ､
自己の美しさを残り隈なく展開する勇気と信仰38｣を与えてくれる｡
百合と鳥には全く対象的な違いがある｡前者は種が一旦落ちた場所に根を張れば､自
分の意志ではそこを一生動くことができない｡後者は自分で動くことができる限り､常
に場所を移動し､生き続ける｡人間の場合も様々な状況がある｡ある人は自分の住居か
ら移動したくても移動できずにそこで生き続ける人､ある人は移動したくはないけれど
も､移動しなければならない人｡しかし､人間も､百合や鳥のように､与えられた状況
の中で導かれるままに､そして自分に与えられた役割は何かを考え､その答えに忠実に
従い､最善を尽くすべきだ､とキルケゴールはアドバイスをしているのではないだろう
か｡
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2.キリスト
我々はキリストからも服従を学ぶことができる｡キリストは道であり､服従を学び､
そして全てのことについて父なる神の意志に服従していた｡ではキリストはどのように
服従を学び､キリストの服従は我々に何を教えるのだろうか｡キルケゴールは 『キリス
ト教の修練』の中でキリストが服従を学んだ方法を記述している｡
かれは､- ･或るほかの使命をも果たさなければならなかった｡それは､自分自身
の生き方をもって真理を世に顕わすこと､つまり真理とはなにかを身をもって示す
ことであった｡それゆえまことの人間であるかれは､その生涯をかけてこの使命を
も忠実に全うしなければならなかった｡かくしてかれは､或る課題をもって生き､
その受けた苦しみによってみずから従順を学び､真理となりかつ真理として生きる
境地にまで- 全く人間的な言い方をすれば (しかもそれは､まことの人間である
かれに対しては､当然に許されることであろう)- 成長していったのである｡こ
の使命を全うしつつ､また全うすることによって､かれは同時にすべての人をみも
とに引きよせんと求めたもうた｡そして自分自身の前に置かれたこの使命を最後ま
で､すなわち死に至るまで､十字架の死に至るまで従順に全うしたもうた｡ - ･か
れはその走るべき道のりを果たし､その業を､すなわちかれに負わされた､ないし
はかれが自発的に負った従順の務めをなし終えたもうた｡39
この世に生きることは試みを受けること､一種の試験である､とキルケゴールは考え
る｡人間が受けなければならない最大の試験､つまり全生涯をあげて当たらなければな
らない試験とは､キリスト者となること､キリスト者として生きることである｡その人
の活動が､人間的に考えて最大の規模であろうと､狭い範囲に限られていようと､人間
がこの世でやろうとする全てのことは､結論的に受験準備の意味しかもたないのではな
いか､と彼は我々にチャレンジする｡
人々は､世で ｢一旗あげる｣ことに夢中になり､また他人がどんなことをして一旗
あげたかについて､そして自分自身がどんなことをして一旗あげたかについて､夢
中になって語るのである｡世界史は審判であると説き聞かせる人がいることを､私
は知っているO - ･それが人間の狂滑な知恵の発明にかかるものであることも知っ
ている｡実はそれによって人間は､神とのかかわりを断ちきり､自分自身を主人公
としておし出し､みずから摂理の役割までも演じようとするのであり､それゆえ
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もっぱら人生の結果ばかりを気にして､ほんとうはあらゆる瞬間に人間がただひた
すら神から試験されているという厳粛な事実を思いみないのである｡｢一旗あげる｣
とは､およそ人間が自分でなに一つ左右できる問題ではなく､神のみ手に握られて
いて､個々の人間の生涯に神からつけ加えられる賞与なのである｡しかし個々の人
間自身としては､自己の全生涯､またそこでの一つ一つの行動が､神という試験官
の前で受けている試験以外のなにものであってもならぬ｡人間としてだけ見るなら
ば､キリストの生涯ですら- ･かれ自身にとっては､ひとえに試練であり､試験
であった｡すなわち従順をためされる試験であった｡･･･人間的に語るとすれば､
かれはその試練にうち勝ち､衆人に模範を示し､そしていまや高きところにいる｡ 40
キリストは神から与えられた務めを全うするために､全てを放棄することにおいて従
順であり､死に至るまで全てを神のみ手に任せた｡結果として､彼自身が苦しむことで
服従を学んだ｡キルケゴールは 『あれか､これか』で､服従と苦悩の関係を次のように
述べている｡｢絶対的な行動と絶対的な受苦との同一性は､美学的なものの力の及ばな
いものであり､形而上学的なものに所属する｡キリストの生涯のなかにはこの同一性が
ある｡なぜなら､彼の受苦は絶対的に自由な行動だから絶対的であり､彼の行動は絶対
的な従順だから絶対的な受苦である｡41｣
キリスト者は鳥よりも従順であるとキルケゴールは言う｡鳥は神の御心以外何も意志
を持たないが､キリスト者は別の意志を持っており､この意志を神に対する服従の中で
たえず犠牲にする｡｢各人がこの上もなく愛することのできる実にさまざまなもの､女
性や自分の子供や父親や祖国や芸術や学問などについて語られるが､しかし各々の人間
が結局一番愛するもの､自分のたった一人の契約の子 (アブラハムの子イサク)よりも､
天にも地にもたったひとりの恋人よりも愛するもの､それはやはり自分の意志であ
る｡ 42｣ゆえにキリスト者は苦悩する｡というのは彼らは一番愛するもの､すなわち自分
の意志を放棄しなければならない｡しかし､キリスト者は ｢いつも喜び､いつも感謝し
ている｣｡なぜなら｢従順こそそれらに至る道であるということ､それを彼は道そのもの
であるあの方からすでに学んだし､今も学んでいる､あの方は御自分も従順を学ばれ､
従順であられ､すべてに従順であられ､従順にもすべてを放棄され､従順にも万事なし
ですまされ､従順にもすべてをみずから引き受けられ､従順にもすべてを悩まれ､生存
中は従順にもすべてに自分を隷属させられ､死んでも従順であられたのである｡ 43｣
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Ⅳ 理性と服従
1.理性と服従の関係
どんな人間も本性として不従順を好む傾向をもっている｡そこで人間は服従すること
を避けるために､理性を持ち込ちこんだ｡ゆえに､人間の理性が発達するにつれて､服
従心が退化している､とキルケゴールは懸念する｡理性と服従について彼が案じている
相関関係を6つ取り上げた｡ 44
(1)知性が増すことで､従順が減る｡
｢人間の知性や理解力､倣慢な自己主張などがより発展すれば､キリスト教においては
服従がより少なくなり､- ･キリスト教圏の中ではキリスト教が要求する服従は取り去
られ､理性がそのかわりをしてきた｡45｣人は従順を恥じ､命令することも命令されるこ
とも好まず､キリスト教的服従は抹殺された｡すなわち､やさしい慰めが厳しい要求の
かわりに持ち込まれた､とキルケゴールは人間の巧妙さを嘆く｡
(2)世界が進展すればするほど､キリスト教は退化する｡
人間はキリスト教と俗世界を同質化させることを望む｡世界が進歩しているというこ
とは否定しないが､神を喜ばせるという進歩ではない｡その状況は､父親が純真さをな
くした子どもについて感じるように､何か最上のものを失ったと神が感じている状況と
似ている｡すなわち､キリスト教の歴史は衰退であり､俗世界とキリスト教が同一化し
ていく歴史である｡ 46
(3)神を喜ばせようと考えるほど､神の無限性という概念が薄れる｡
キリスト教は摂理として無条件服従を望む｡あれやこれをして神を喜ばせようという
のは子どもがよくする考え違いで､神というものは､無限の主であり､その統治者の崇
高さはそのような子どもじみた考えを許さない｡ 47
(4)理性が発達すると､信仰が少なくなる｡
ある人間が自分より高い地位の者に服従している限り､彼は権威を持って他に命令が
できる｡しかし､彼が服従すべきかどうか疑いだすと､彼は命令を出すことができなく
なり､理由を述べ始める｡科学が発達するに従い､人間は信仰すること-の疑問を抱き
だし､不信仰の理由を話しだすということは､信仰への服従がなくなってきているとい
う間接的な標Lである｡ 48
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(5)教理が多ければ､実践が少なくなる｡
キリスト教が現実に存在している､使徒たちが存在している､真の模倣がある､と考
えられている場合は､教師になるための修業には修道上的な性格があった｡すなわち､
服従を学ぶ､俗世界から身を引く､自己犠牲をする､修道士的生活を実践するなど｡キ
リスト教が教義以外のなにものでもなくなった時､教師になるための試験は単に学問的
な試験になる｡すなわち､実践することに関しては決して尋ねられることがなくなっ
た｡ 49
(6)科学が進歩すれば､修練は少なくなる｡
一生懸命に実践しようと奮闘している人がいれば､他の人々は自分自身の怠惰さを弁
護するために科学をすぐに持ち出し､その人間を純粋理論の人間に転向させてしま
う ｡ 50
理性､知性､科学､そして理解力は人間の境遇を改善するように見えるが､これらは
時として人間の神との関係においては否定的に作用する､すなわち､人間がより密接に
神に接 しようとする真筆な思いを避けるための手段として用いられている､とキルケ
ゴールは懸念する｡どうしてこのようなことが起るのであろうか｡これらの機能自体は
悪いものではないが､非難すべきはそれを使用する人間である｡人間は卑劣で悪賢く､
苦痛を被ることを逃れ､より楽な人生を送ろうとするため､使徒になることを避ける｡
神との関係を保ち､神に従うには受難しなければならないと知っているため､どのよう
にこの窮屈さを避けることができるのかを考える｡では人間はこの行動を正当化するた
めにどのようなことを案出するのだろうか｡キルケゴールは人間の本性の悪賢さ巧みさ
を次のように説明する｡
これら科学というものは何なのだろう?人類がキリスト教から自分自身を守るため
の道具なのではないか｡- ･各人は告白する:新約聖書は根本的には理解しやすい｡
しかし､肉と血をもった人間にとって､実際に言っていることを実行するのは難し
い｡『持っているものをすべて貧乏人に与えよ｡』この事は理解するには難しいこと
であろうか｡根本的には難しくないだろう｡しかし､私は自由を好むが､単純に『い
や』とは言う勇気はない｡それで科学に足を運ぶ｡そして言おう､『自分としてぜひ
それをしたいと思う｡しかし､異説もあるに違いないし､解釈の方法も完全に決定
しているわけでもない｡聖書原典の参考資料も助けになるだろうし ･ ･ ｡ 51
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上述の告白者は信仰者によってアプローチされた次の無神論者に似ているのではない
だろうか｡彼は俗世界的な快楽や自由を愛しているので､誰にも制約されて生きたくな
いと思っている｡また､自分でも利己的で､怠惰であると知っている｡彼は真の幸福､
喜び､愛､自由､心の平和を与えてくれる神を信じたいかと聞かれる｡これらを得るた
めには何を代償に払わなければならないか薄々感じていたので､彼はその信仰者に神が
存在しているという科学的な証明を要求する｡また､彼は自分が神を信じない理由を述
べる｡罪のない正直な人がどうして苦痛な目に遭わなければならないのか ;人々は自分
達が信じている神の名のもとに異教徒を殺害する ;哀れみ深く､愛深い神が存在するな
ら､どうしてそのような不平等をそのまま黙しているのか｡しかしながら､彼は､主観
的な自分史､誰にも知られたくない内なる自分を隠すために､人類史の客観的な事実を
述べ､神の存在の科学的証明を求め､苦しんでいる何の罪もない人々を道具をして使用
しているのではないだろうか｡
2.見せかけの服従
真に服従するかわりに､人間は理性を使って見せかけの服従をする傾向もある｡そう
するために､人間はまず､自分自身を､他人を､そして神までをも欺こうとする｡キル
ケゴールはこのような行動を人間の愚鈍さと呼び､三つの例を上げている｡
(1)ある衣装を着て真の自分を隠す人間
人間が自分自身のねうちによって､自由によって､善への意志によって世界史上の人
物となりえないと分かった時､そしてもしある人間がそうした気づかいを投げうち､そ
の誘惑から身を振り切ることをせずに､かえって他人のためを思ってやっているんだな
どという神聖な口実 (神聖な衣装で着飾っているように52)のもとに自己のそうした状態
を美化するならば､その人間は非倫理的であって､神との取引きにおいて､神はやはり
この俺様を必要としているんだという考えをふてぶてしくも決めこもうとするのだ｡だ
がこれこそ愚かというもの｡神は人間など必要とはしたまわないからである｡ 53
(2)見ためは賢く見える､才能ある使用人
国王や哲学者に犀利有能な頭脳の持ち主がついていて､自分自身は忠実な臣下でも真
の信奉者でもないのに､国王の権力を擁護し哲学者の教説を支持し､もって万人を国王
-の恭順､哲学者への帰依に引き入れる役を果たしてくれることは､おそらくそんなに
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悪いことではあるまい｡だが神にむかってまでその術 (て)を使おうというのなら､こ
れはいささか愚考に類する｡ 54
(3)不適切な動機を持った世界征服者
ある男にとって恐ろしい重荷は､神が一番興味を持っているのは人間が神に服従する
ことだ､と認識することであった｡我々の周りには多くの違いがあり､ある事は他より
重要な事である｡そこで､男はこの重荷をどこかに追い払いたいと思い､自分自身に言
い聞かせる｡｢多分､ある事が他のことよりも重要であるように､様々な違いでもって神
をごまかすことができるのではないか｣と｡彼は全世界を統治することができた時､｢神
もその統治は重要なことと考えるだろうし､叉､神はそれほど赦密に詳しく物事を詮索
しないだろう｣と考える｡ 55
V 喜びと服従
人間は苦痛を避けるためには何事でもするようだ｡ゆえに服従することは人間行動の
優先順位の中では最後に位置するのだろう｡しかし､新約聖書ではその順位は逆である｡
｢患難をも喜んでいる｡なぜなら患難は忍耐を生み出し､忍耐は練達を生み出し､練達は
希望を生みだすことを知っている｡(ローマ人への手紙5:1)｣服従は忍耐､謙遜､卑
下､苦痛など常に否定的な要素を要求しているようだが､服従することにおいては喜び
の要素はないのだろうか｡キルケゴールは次のように述べている｡
純粋に人間的なものは神に関してはあまり語らず､主として人間的な事象の可変性
について憂夢そうに口を開くという傾向をもつが､使徒はただただ神の不変性につ
いてのみ語ろうとする｡使徒はそうしたものである｡彼にとっては神の不変性の思
想は､ただただ慰め､平安､喜悦､浄福だけであることを忘れてはならない｡つま
り使徒が使徒たること､彼が絶対の服従においてすでにずっと以前から神の不変性
に身を献じてきたということ､彼が道程の出発点にではなくむしろ到達点にたつも
のであり､その道程は狭くはあるがよき道であることを忘れてはならない｡それは､
彼がみずからすべてを排して選び､永遠性をさして､背後を振り向かず､いよいよ
足早に､確固として歩んでいった道なのだ｡56
キルケゴールは 『キリスト教的講話 1』第7章においても服従における喜びについて
記述している｡ 57
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1.人間が理解していることをはめ賛えないで､人間が理解していないことをほめ賛え
ることができる｡
2.神がなす全てのことは恵みと知恵である､という賛歌を歌うことができる｡
3.神を理解できない時に､喜びに満ちた無条件な従順によって賛美歌で神をほめ賛え
ることができる｡以下がキルケゴールが考える賛美歌の役割である｡
万事があなたの思い通りに行かない日に､あなたの目の前が真っ暗になるような日
に､神は存在しないと他人が恐らく容易に証明できるような日に､神をはめ賛える
こと- しかも神がいますということを証明することによって勿体ぶることをしな
いで､神がいますとあなたが信じているということを謙虚に証明すること､しかも
これを喜びに満ちた無条件な従順をもって証明すること､これこそ賛美歌であ
る｡58
賛美歌は従順より高貴なものではなく､従順こそ本当の賛美歌であり､従順の中に賛
美歌があり､賛美歌が本物ならば､それは従順である､とキルケゴールは言う｡人間関
係で他人ために自分自身の損になることをするかもしれないが､そのために自分を犠牲
にすることは自身の祝福にもなる｡神に服従することで､自分に損害を与えることはな
い｡その祝福を賛美歌を歌うことによって得られることができるのだとキルケゴールは
信じる｡
キルケゴールは服従における喜びを自分の個人的経験から次のように述べている:
｢『詩人』は詩想を得るために詩神に祈ると言われている｡ - ･これに反して私は思想の
豊かさをせきとめることについて日ごと神を必要とした｡まこと一人の人間にこれほど
の制作の素材と､これほど弱い健康とを与えるならば､彼が祈 りを知るにいたるのは当
然なのだ｡私は時を問わず次のような芸当をやってのけることができたし､現在もまた
それができる｡私は腰を下ろしてさえいれば夜も昼もぶっ通しで幾日幾晩も休みなしに
書き続けることができる｡書きつくせぬほどのものをもっているからだ｡が､そんなこ
とをすれば私はのびてしまっただろう｡まことに､ほんのわずかな飲食の摂生を怠った
というくらいで私の生命はおびやかされるのだ｡だが従順であるように心がけ､厳しい
請負仕事としてそれにたずさわり､ペンを正しく握り､一字一字を注意して書くならば
私にやってゆけることなのだ｡こうして私はしばしば自分の生み出した思想についての
喜びよりもはるかにまさる喜びを､神に対して私が従順になることにおいて感じたので
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あった｡ 59｣
Ⅵ 服従の日的
服従すること､すなわち､キリストに従うことは､歩き方を学んでいる幼子のような
ものだ､とキルケゴールは類似点をあげる｡その子が親に ｢ぼくはひとりばっちで歩い
ているんだ｣と泣きながら訴えた時に､親は ｢坊や !それこそすぼらしいことなんだよ｣
と答えるのと同じ状況であり､苦難の後にやってくる喜びを力説する｡苦難がくると､
重苦しさは圧倒的になり､道の選択を誤ったのではという思いにかられる｡しかし､キ
リストのみあとに従って行く自己否定の道においては､それが通じていると永遠が保証
する｡ここでは苦難は 『道標』であり､目的に向かって正しい道を歩みつつあるという
ことの喜ばしいしるLである｡最上の道､最高のものにいたる道を選び取ることができ
た喜びにまさる喜び､この道こそは永遠にわたって交通が保証されているのだという喜
びほど大きい喜びは他のどこにもない｡60
しかし､我々人間が感じる喜び､幸せについては他人と比較して感じるものが多くあ
るようだが､キルケゴールもこの点に関して以下のような世俗的な幸せを描写している｡
ほかの人間をだれひとり寄せつけないそのものずばりの一番になることが､それほ
どすぼらしいことなのだろうか｡むしろそれは俺しいことではないのか !他の人が
飢えているのに銀の食器をつかって美食をたのしむことが､それほどすぼらしいこ
となのだろうか｡雨露をしのぐあばら家さえない多数のひとがいるのに､御殿住ま
いをすることが､素朴な庶民が歯牙にもかけない御大層な学者になることが､何千
何万という人には望むべくもなく閉め出されるような名声を博することが､それほ
どすぼらしいことなのか !不平不満をひきおこす地上の生活のこうした差別がかり
に最高の原理であるとすれば､何とそれは非人間的なことであろう｡しあわせに生
きている者にとって､もしそうであるならば､人生は何と耐えきれないものとなる
ことだろう!これに反して､キリストのみあとに従って行くことが心を弾まさせる
唯一のことであるなら､事情はがらりと変わる｡何といっても最高の者になれると
いう喜びにまさる喜びはない｡そしてこの崇高な喜びをのびやかで､しあわせで､
安堵の思いに満たしてくれるもの､それは何ものにもまして､この道を行くことは
あらゆる人間にかなうことなのだという､天に分け隔てない慈しみ深さに支えられ
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た喜ばしい想いなのだ｡ 61
神に服従することで､人間は複雑さではなく平易さが､暖昧さではなく明快さが､誘
惑ではなく確固たる意志が､危険性ではなく安全性が備えられる｡結果として家庭での､
永遠の家でのやすらぎのような心の平和を享受できるのである､とキルケゴールは確信
し､祈る｡
愛における不変者よ､まさにわれわれの最善のものによってさえも変化をうけるこ
となき不変者よ｡われわれ自身の救いがありますように｡絶対的な服従のうちにや
すらぎを兄いだし､あなたの不変性によってお導き下さらんことを!62
我々にとって自分たちの ｢疲れ切った脳､疲れ切った思考､疲れ切った精神｣にこの
やすらぎは必要である｡それを得ることができるかどうかは人間の自由意志であるとキ
ルケゴールは信じる｡｢あなたの平安を乱す者はあなた自身以外にない｡もしあなたが
変わることなき従順さで完全に服従するならば､あなたはいかなる瞬間にあっても､重
い物体が地上に落下していくのと同じ必然性によって､あるいは軽い物体が天空に上昇
していくのと同じ必然性によって､神のうちで自由にやすらうであろう｡63｣人間の自由
意志による服従は平穏なやすらぎを得るためには必要条件であり､この服従により人間
のあるべき姿 (神との一致)が保たれる｡この繋がりが断たれたときに､人の心は混乱
し､休息のない心が神の平和を見つけるまでさまよいつづけることになる｡
天の至福は ｢万事を決定する決定的なもの｣であり､人間が ｢世間を放棄し､自分自
身のうちに閉じこもり､自分自身と和解し､そうして雑多な人生と和解｣糾させることを
助ける｡キルケゴールがここで言う至福がもたらす｢雑多な人生｣とは何であるのか｡彼
の以下の言葉がそれを示している｡
至福はすでにこの世で患難をしばしの軽いものとなしうると言うこと､そして神が
結び合わせ給うたすべてのもののように分かち難く､神御自身が祝福し給う契約の
ように実り豊かに､あなたの憂慮せる魂を内面的に喜びに結びあわせうるというこ
と､これだけではあなたには十分ではないのだろうか?永遠の至福の期待はあらゆ
る人に本質的なことを理解させて､その隣人と､その友人と､その敵と和解させる
であろう｡65
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おわりに
思考できる限りにおいて多くの人間は､常に何かの目的をもって生活している｡日常
生活を営む上で何かを行うにしても､又､行わないにしても､それなりの理由があるは
ずだ｡では､我々人間が共通して持つ究極のE]的とは何であろうか｡そのようなものは
あるのであろうか｡この質問は､本稿で取り扱った最初の質問 ｢人間がなさねぼらぬ共
通のことは何か､そもそもそういうものはあるのか｣と相関する｡古代のギリシャ哲学
者アリストテレスは､人間はさまざまな目標を求めるが､究極の目標は幸福であり､そ
の他の目標はすべて幸福を達成するための手段にすぎない､と述べている｡
人間が最終的に求めるもの､求めるべきものは､至福であり､それを達成する手段と
しては､キリストに従うことによる神への絶対服従である､とキルケゴールは主張した｡
神との関わりによってもたらされる至福は ｢憂慮せる魂を内面的に喜びに結びあわせ｣､
心の ｢やすらぎ｣を人間に与えるということも学んだ｡
しかし､キルケゴールも述べているように､我々が幸せに感じる時は､他人と比較し
て優越感を感じるときも多いようだ｡また､現代社会の中で主流をなしている幸福観は
次のようなものではないだろうか｡一生懸命勉強して学校でいい成績をとり､いい学校
に行き､いい会社に入り､日夜就業し､それなりに周りから認めてもらい､安定した収
入を確保し､家を建て､家族を養い､子どもを育てる｡そして子どもには一生懸命勉強
してもらい､学校でいい成績をとり､- ･｡多くの人間はその人なりに最善の努力をし
て､自分が決めた目的にそって毎日を過ごしている｡だが､上述のプロセスの中で一つ
の歯車が狂い自分の存在意義について考え直さなければならない時もくるであろう｡健
康だった自分が病気になる､身内に不幸が起こる､会社が倒産する､リストラにより退
職を余儀なくされる｡今まで自分が親しんできた体､家族､家､事務所､肩書きが突然
なくなってしまうという状況に置かれた時でも自分というものは残る｡ではその自分に
残るのは何か｡しかし､その自分も失う危機にある､とキルケゴールは警告する:自分
自身を失うという最大の危機が､世間では､まるで何でもないことのように､いとも平
静におこなわれている｡これほど平静におこなわれる喪失はない｡ほかのものなら､一
本の腕であれ､一本の足であれ､妻であれ､そのほか何を失っても､すぐ気がつくくせ
に｡神学者フランシス ･シェイファーは､ある社会に絶対的価値がなければ､その社会
自体が絶対的価値になる､と述べている｡神が存在しない社会では家族､友人､隣近所､
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職場､居住 している地域社会が絶対であ り､その中で価値が決定されるが､そこでの価
値観は常に不確実で不安定である｡3世紀に生きた聖アウグスチヌスは人間と神 との服
従関係を強調 し､その関係の中でこそ､人間の心のやすらぎ (peaceinmind)が得 られ
るのだと説いた｡
人間と神との平和は永遠法のもとでの信仰における秩序ある服従である｡人間の平
和は秩序ある和合である｡家の平和は家族の中での命令するものと服従する者 との
秩序ある和合である｡国の平和は市民たちの中での命令する者 と服従する者 との秩
序ある和合である｡天上の国の平和は神を享受する者 と神において相互を享受する
者 との､もっとも秩序ありもっとも和合 した静けさである｡すべてのものの平和は
秩序の静けさである｡6
人間の自主的意志でなされる服従は平和 とやすらぎを得るためには必要な要素である｡
この服従を通して人間の自然の状態 (神との結合)が保たれる｡この結合が断ち切 られ
た時 (アダムとイブがエデンの園を追われた時)､人間は混乱 し､神におけるやすらぎを
見つけるまで坊径い続ける｡それを避けるためにも､神との関係を回復 し､神からのや
すらぎを得ることは必要となるのだろう｡それは､キルケゴールの考えるように ｢永遠
の至福の期待はあらゆる人に本質的なことを理解させて､その隣人と､その友人と､そ
の敵と和解させ67｣､その時にこそ真のやすらぎが訪れるのだろう｡それゆえに､キリス
トは常に次のことを忘れずに祈るように我々に教えたのではないだろうか｡『私たちの
罪をおゆるしください｡私たちも人をゆるします｡(主の祈 り)』
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